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国連世界観光機関（UN Tourism） 

世界観光指標（World Tourism Barometer） 

2024 年 5 月号について 

 

本報道発表の原文（英語）は、下記リンクにてご覧いただけます。 

世界観光指標原文（英語）は、下記リンクにて抄録（無償） 

及び全文（有償）をご覧いただけます。 https://www.e-unwto.org/ 

 

2024 年第 1 四半期の国際観光客到着数はパンデミック前の水準の 97％ 

に到達した 

2024 年 5 月 21 日  

マドリッド 

2024 年第 1 四半期の国際観光客到着数はパンデミック前の 97％に達した。UN 

Tourismによると、1月～3月の国際観光客到着数は 2億 8,500万人を超え、2023年

の第 1 四半期の到着数を約 20％上回った。これは、観光セクターはパンデミックの影

響からほぼ完全に回復したことを裏付けている。 

2023 年の国際観光客到着数は 2019 年の水準の 89％、観光輸出収入は 96％まで回復

し、観光直接 GDP（TDGDP）は 2019 年と同水準に達した。 

UN Tourism の 2024 年の予測では、国際観光は完全に回復し、到着者数は 2019 年の

水準より 2％増加すると見込んでいる。これを裏付けるように、UN Tourism の最新デ

ータでは、以下のように示されている。 

https://www.e-unwto.org/
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・中東は相対的に最も力強い伸びを示し、2024 年第 1 四半期の国際観光客到着数はパ

ンデミック前の水準を 36％上回り、2023年第 1四半期を 4％上回った。これは、中東

が世界で初めてパンデミック前の数値まで回復した（+22%）、2023 年の驚異的な実

績に続くものである。 

・ヨーロッパは世界最大のデスティネーションであり、初めてパンデミック前の水準を

四半期単位で上回った（2019 年第 1 四半期から 1％増）。同地域は、堅調な域内需要

に支えられ、年初 3 か月で 1 億 2,000 万人の国際観光客到着数を記録した。 

・アフリカは、2024 年第 1 四半期の到着数が 2019 年第 1 四半期より 5％増、2023

年第 1 四半期より 13％増となった。 

・米州は、2024 年第 1 四半期の到着数がパンデミック前の数値に実質的に回復し、

2019 年の水準の 99％に達した。 

・アジア・太平洋の国際観光は急速に回復しており、2023 年にパンデミック前の水準

の 65％まで回復したことに続き、2024 年第 1 四半期には 82％に達した。 

 

UN Tourism ズラブ・ポロリカシュヴィリ事務局長は次のように述べた。「観光セクタ

ーの回復は、私たちの経済と何百万もの人々の生計にとって非常に歓迎すべきニュース

です。しかし、同時に、リソースや地域コミュニティに対する外部性と影響に対処しな

がら、持続可能性と包摂性を推進するため、適切な観光政策とデスティネーション・マ

ネジメントを実施する必要性を想起させています」と述べた。 

準地域(sub-region)別では、北アフリカが 2024 年第 1 四半期に最も力強い実績を示

し、パンデミック前の水準の 23％増となり、これに中央アメリカ（+15%）、カリブ

海、西ヨーロッパ（ともに+7%）が続いた。南・地中海ヨーロッパはパンデミック前

の水準を 1％上回り、南アメリカはほぼ 2019 年の水準に達した。北ヨーロッパはパン

デミック前の水準の 98％まで回復し、サハラ以南アフリカは北アメリカとともに 95％

まで回復した。 

入手可能なデータによると、2024 年第 1 四半期に世界の多くのデスティネーションが

力強い実績を上げた。例えば、カタール（2019 年第 1 四半期比 +177%）、    

アルバニア（+121%）、サウジアラビア（+98%）、エルサルバドル（+90%）、 
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タンザニア（+53%）、キュラソー（+45%）、セルビア（+43%）、タークス・カ

イコス諸島（+42%）、グアテマラ（+41%）、ブルガリア（+38%）などである。 

国際観光の活況は、UN Tourism 信頼指数にも表れており、1 月中旬に発表された 1 月

～4 月の予想（122 点）を上回る 130 点（スコア：0-200 点）となった。 

 

観光収入  

国際観光収入は 2023 年に 1 兆 5,000 億米ドルに達した。インフレ調整後の実質ベー

スでは 97％の回復であるが、名目ベースではパンデミック前の水準への完全回復を意

味する。 

地域別では、ヨーロッパが2023年に6,600億ドルという最も高い観光収入を記録し、

パンデミック前の水準を実質ベースで 7％上回った。中東の観光収入は 2019 年の水準

を 33％も上回った。米州の観光収入は 2023 年にパンデミック前の水準の 96％に回復

し、アフリカは 95％まで回復した。アジア・太平洋の観光収入はパンデミック前の水

準の 78％だったが、昨年の到着数が 65％までの回復だったことに比較すると目覚まし

い結果である。 

国際観光による輸出収入の総額は、観光収入と旅客輸送の両方を含め、2023 年には 

1 兆 7,000 億米ドルとなり、実質ベースでパンデミック前の水準の約 96%に達した。

観光直接 GDP(TDGDP)はパンデミック以前の水準に回復し、2023 年には推定 3 兆

3,000 億米ドルに達し、GDP の 3%に相当する。 

入手可能なデータによると、2024 年第 1 四半期の観光収入について、いくつかのデス

ティネーションが 2019 年の水準と比較して顕著な結果を達成した。例えば、セルビア

（+127%）、トルコ（+82%）、パキスタン（+72%）、タンザニア（+62%）、 

ポルトガル（+61%）、ルーマニア（+57%）、日本（+53%）、モンゴル

（+50%）、モーリシャス（+46%）、モロッコ（+44%）などである。 

 

2024 年の世界的な完全回復を見据える 

堅調な需要、航空路線の拡大、中国をはじめとするアジア主要市場の継続的な回復を背

景に、国際観光は 2024 年に完全に回復する見通しである。 
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最新の UN Tourism 信頼指数では、2024 年 5 月～8 月の評価が 130 点（スコア：0-

200点）となり、今年初めよりも明るい見通しとなった。信頼指数調査に参加した観光

関係者の約 62％が、北半球の夏季を迎えるこの 4 か月間について、より良い（53％）

または非常に良い（9％）と予測し、31％が 2023 年と同様の実績を予測している。 

 

残された課題 

UN Tourism 専門家委員によると、経済的、地政学的な逆風は国際観光と信頼水準に大

きな課題をもたらし続けている。 

IMF の最新の『世界経済見通し（2024 年 4 月）』は、地域によってばらつきがあるが、

着実ではありながらも緩やかな景気回復を示している。同時に、長引くインフレや高金

利、不安定な原油価格、貿易の混乱は、引き続き輸送費や宿泊費の高騰を引き起こして

いる。 

観光客は、物価の高騰や経済全般の課題に対応するため、引き続きコストパフォーマン

スを求め、自国に近い場所を旅行することが予想される一方、異常気温やその他の気象

現象は、多くの旅行者の目的地選択に影響を与える可能性がある。これは UN Tourism

専門家委員においても、観光セクターの懸念事項として言及されることが多くなってい

る。 

ロシアのウクライナ侵攻やハマス・イスラエル間の紛争、その他の地政学的緊張の高ま

りに起因する不確実性が、国際観光にとっての重要な下振れリスクとなっている。 

国際観光が回復と拡大を続け、世界の経済成長と雇用を促進する中、各国政府は、地域

社会と住民がこの発展の中心であることを確実にするため、引き続き、国や地域レベル

で観光マネジメントの適応と強化を継続していく必要がある。 
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関連リンク先： 

ツーリズム・リカバリー・トラッカー 

 

 

 

 

世界観光指標 

 

 

 

 

 

ツーリズムデータダッシュボート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.unwto.org/tourism-data/unwto-tourism-recovery-tracker
https://www.unwto.org/unwto-world-tourism-barometer-data
https://www.unwto.org/tourism-data/unwto-tourism-dashboard
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○UN Tourism World Tourism Barometer (UN Tourism 世界観光指標「バロメーター」）

とは 

UN Tourism 世界観光指標（「バロメーター」）は最新の世界の観光動向を示す統計指標で、

UN Tourism 本部から、年 4 回を目処に公表されます。UN Tourism 駐日事務所では本部の公表

にあわせてタイムリーに情報提供しています。 

○国連世界観光機関（UN Tourism）について 

UN Tourism は、１９７５年１月に観光に関する国際機関として設立され、２００３年に国連

の専門機関に移行した観光に関する国際機関です。観光の地位・競争力の向上、持続可能な観光

の推進、観光を通した貧困削減や開発の推進等を支援しています。 

国連世界観光機関（UN Tourism）駐日事務所は、UN Tourism の地域事務所として、１９９５

年に設立されました。同事務所ではアジア太平洋地域の交流促進を図り、観光を通じた経済発

展や国際相互理解の増進を図るために、国際会議、セミナー、シンポジウムの開催や調査研究

業務を行っています。 

 

●お問い合わせ先(UN Tourism 本部; メディア専用窓口)  

E-mail: comm@unwto.org 電話: (+34) 91 567 8100  

※メディアの方は本部へ直接、英語でお問合せください。                                      

お問い合わせ方法につきご質問がある方は UN Tourism 駐日事務所まで 

ご連絡をください。 

〇一般のお問合せ先 

国連世界観光機関（UN Tourism）駐日事務所 

(一般財団法人アジア太平洋観光交流センター) 

担当：吉田 

E-mail: info@unwto-ap.org 電話：0742-30-3880  

 

mailto:comm@unwto.org
mailto:info@unwto-ap.org

